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◼ 表紙挿絵説明 
ナノテクノロジーを代表する素材である炭素の同素体として知られるフラーレン

とカーボンナノチューブの分子モデルである。挿絵の左側のサッカーボール状の閉殻

空洞状の炭素原子構造のものがフラーレンで、右側の筒状の六員環炭素原子ネットワ

ークがカーボンナノチューブである。 

双方それぞれが特異的な性質を有する炭素分子であることから、将来の新素材と

して期待されている。 

フラーレン C60 は、建築家 Richard Buckminster Fuller 氏の建造物である

Geodesic Domeに分子構造が似ていることから同氏の名前から名づけられている。

さらに、同分子は Harold Kroto、Richard Smalley、Robert Curl らによるフラー

レン C60発見の功績により、1996 年にノーベル化学賞が与えられている。 

後者のカーボンナノチューブは、1991 年に日本の飯島澄男氏によって発見され

た炭素分子であり、同氏は当協議会のアドバイザリーボードを務めている。 
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まえがき 

 

 

ナノテクノロジー（  以下ナノテクと呼ぶ。）  は、現代の暮らしを支える基盤技

術であり、実用化されている製品の競争力の源泉にもなっている。  

ナノテクは、材料技術に加え、半導体微細加工や 3D プリンティングなどの製造

技術、さらに分析評価技術や AI を活用した情報科学技術など、多岐にわたる技術

が含まれる。日進月歩の研究開発を通じて、身近な日用品から工業製品に至るまで

幅広く活用されており、地上から宇宙に至るまでその利用が広がっている。  

具体的には、  

・  生活家電・通信 :  スマートフォン、PC、冷蔵庫、洗濯機  

・  移動・輸送 :  自動車、鉄道、航空機、船舶  

・  エネルギー・環境 :  二次電池、太陽電池  

・  最先端科学 :  医薬品、人工衛星、ロケット  

などの多くの分野で私たちの暮らしを支えている。  

 

当協議会では、ナノテク業界の技術動向を幅広い視点に立って把握するための

『ナノテクの見える化』活動を行っている。この活動は、毎年開催される国際ナノ

テクノロジー総合展に合わせて、会員企業や団体からのナノテク関連情報の提供に

基づき実施しており、現行技術や将来技術に関する技術動向の整理を行っている。 

2010 年のナノテク応用製品調査を通じて行われた「暮らしの中のナノテク解

剖」を皮切りに、翌年の 2011 年からは本格的な活動として開始され、2026 年

時点において、16 年目を迎える活動となっている  

 

2026 年の『ナノテクの見える化』活動に於いても、当協議会の会員企業の中か

ら同活動の趣旨に賛同した会員より技術情報の提供を頂いた。  

本稿では、2025 年版のナノテク活用領域の分類を踏襲し、「電子機器・製造技

術領域」、「社会インフラ・生活領域」、「環境・エネルギー領域」、「計測・評価領域」、

「情報科学領域」の 5 つについて、個別の技術を紹介している。  

同活動報告を編纂するに当たり、技術情報の提供に協力頂いた会員各位に対して  

厚くお礼申し上げる。本稿が企業・団体のみならず、広く社会一般にもナノテクの

果たす意義を理解して頂く一助となることを願うものである。  

 

2026 年 1 月 

 

一般社団法人 ナノテクノロジービジネス推進協議会 

事務局一同 
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技術情報提供会員 

（五十音順） 

 

 

FCM 株式会社 

株式会社大阪ソーダ 

国立大学法人大阪大学 

関東電化工業株式会社 

楠本化成株式会社 

コニカミノルタ株式会社 

三洋テクノス株式会社 

株式会社 GSI クレオス 

株式会社島津製作所 

株式会社スギノマシン 

スペクトリス株式会社 

セイコーフューチャークリエーション株式会社 

ダイキンファインテック株式会社 

DIC 株式会社 

TPR 株式会社 

テイカ株式会社 

東レ株式会社 

TOPPAN ホールディングス株式会社 

中谷産業株式会社 

ニッタ株式会社 

日本製紙株式会社 

日本ゼオン株式会社 

日本電気株式会社 

日本電子株式会社 

株式会社日立製作所 

株式会社日立ハイテク 

フロイント・ターボ株式会社 

フロンティアカーボン株式会社 

株式会社堀場製作所 

三菱ケミカル株式会社 

三菱電機株式会社 

森六株式会社 

ユニチカ株式会社 

株式会社リガク 

株式会社リコー 

株式会社レゾナック 
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1. 『ナノテクの見える化』活動の概要
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1.1 ナノテクとはどんな存在か 

『ナノテク』はナノメートル（10 億分の 1 メートル程度）の大きさの世界

の中で分子制御、加工、計測などを行う技術のことであり、肉眼で見ることの

できない世界である。その利用は日用品から工業製品にまで広がっており、

我々の社会活動を支える基盤技術となっている。  

 

1.2 『ナノテクの見える化』活動の調査領域 

ナノテクノロジービジネス推進

協議会（NBCI）では、『ナノテク』

の活用例を調査することで、我々

の暮らしに与える価値や恩恵を顕

在化させる活動を行っている。  

2026 年における『ナノテクの

見える化』活動では、「電子機器・

製造技術」、「社会インフラ・生

活」、「環境・エネルギー」、「計測・

評価」、「情報科学技術」のナノテク

５大活用領域に焦点を当て、調査

を行った。  

 

1.3 ナノテクによって貢献可能な未来 

NBCI では、『ナノテク』を社会実装させることで、以下の図に記載の SDGs

（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）を達成し、社

会の永続的な繁栄に貢献していくことを目指している。  

 

ナノテク５大活用領域 

ナノテクが貢献する SDGs 



  

『ナノテクの見える化』（2026 年度版） 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 活用領域別のナノテク分布 
 



   

『ナノテクの見える化』（2026 年度版） 

4 

2.1 電子機器・製造技術領域 

ノート PC、スマートフォン、タブレットなどの身近な携帯端末に加え、自動車や信号

機といった社会インフラにも多くの電子部品・電子機器が組み込まれており、多種多様

な電子部材が用いられている。そのため、これらを生産するために必要な製造技術も多

岐にわたる。 

電子機器・製造技術領域における分野は、「機能性材料」「電子部材」「製造技術」など

に大別される。 

電子機器に利用される機能性材料は、主に炭素や金属から成る微粒子（粒状、ワイヤ

ー状、層状など）で構成されるものが多い。また、これらを溶媒に分散させた液状・ペ

ースト状の形態も開発されており、製造や加工時の取り扱いが容易になっている。ナノ

サイズ化による特異な物性を活用したものや、ポリマーなどとの複合化によって新たな

機能性を付与した電子部材も開発されている。  

電子機器に付加価値を与える機能性電子部材には、光学フィルムや導電性シートをは

じめとする多種多様な機能を有するものが開発されている。本稿では、遮熱フィルム、

反射防止フィルム、帯電防止材、電磁波シールドを紹介しているが、これらはほんの一

部に過ぎない。 

一方、ナノテクを支える製造技術の分野には、電子機器の製造・利用・加工に欠かせ

ない技術が数多く存在する。例えば、現代産業の基盤となる半導体集積回路におけるナ

ノ構造配線の製造に用いられるレジスト技術や微細加工技術が挙げられる。さらに、近

年目覚ましい発展を遂げている微粒子を活用した 3 次元加工技術なども含まれる。  

このように、電子機器にはナノテクが数多く活用されており、機能性材料、電子部

材、製造技術のいずれにおいても必要不可欠な技術となっている。  
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2.2 社会インフラ・生活領域 

私たちの暮らしや生産活動を支える社会インフラには、多くのナノテクが使われている。 

例えば、生命活動や工業製品の製造に欠かせない綺麗な水を得るための浄水・水処理は、

必要不可欠な社会インフラ技術である。目的に応じた高品質な水の生産に向けて、様々な有

害成分を除去するためのナノテクを用いた高分子膜が使われている。特に半導体などの先端

工業品の生産には、高純度の水が多用されている。 

工場では、配管の防錆や静電気対策、モーター導電部への絶縁対策など、多様な機能素材

が用いられている。また、遠隔地への移動手段である航空機、自動車、自転車などのモビリ

ティにも、ＣＮＴ（カーボンナノチューブ）などのナノテク材料が用いられている。 

また近年課題となっている老朽化した橋梁などの社会インフラ施設の保全にも、ナノテク

が応用されている。例えば、グラフェンなどのナノテク素材や微細加工技術により製造した

可視・赤外センサを用いて、亀裂伸展などを監視管理する取り組みが進められている。 

一方、より身近な家庭生活空間の中にもナノテクは応用されている。健康志向の高まりや

長寿社会に向けて、美容・健康・衣料への関心が高まる中、ナノテクがその支えとなってい

る。化粧品においては、無機成分のナノ加工や表面処理技術による日焼け止めなどに応用さ

れている。衣料品への応用では、ナノレベル制御技術を活用した機能性繊維などの例があ

る。 

このように、ナノテクは私たちの生活の質（QoL）の向上に大きく貢献している。 
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2.3 環境・エネルギー領域 

持続可能な社会生活の実現に向けて、環境に配慮しながらエネルギー課題に向き合い、解決

策を見出すことは重要である。そのため、環境・エネルギー領域では技術のブレークスルーが

強く求められており、ナノテクの果たす役割は大きい。 

太陽光発電技術は、環境問題への関心の高まりやカーボンニュートラルの観点から、系統電

源から宅内、宇宙に至るまで多種多様な太陽電池が開発されている。中でも、室内光による発

電が可能な色素増感太陽電池、軽量性・透過性・屈曲性に優れた有機薄膜太陽電池、さらには

シリコン系太陽電池に近い発電効率を実現したペロブスカイト太陽電池への期待は大きい。ま

た物体の温度差を電圧に変換する現象（ゼーベック効果）を用いた熱電発電がある。 

また、水素などを燃料とした環境配慮型電力源である燃料電池は、温室効果ガスの排出を抑

えられるものとして期待が集まっている。さらに、様々な方法で生産された電力を蓄えるため

の蓄電池は、系統電力の安定化や災害用電源、携帯端末、電気自動車向けなど多様な用途があ

る。中でもリチウムイオン電池の発展は目覚ましく、多くの用途で使用されながらも日々改良

が進んでいる。 

環境に配慮した効率的なエネルギーの利用には、節電技術も重要である。具体例としては、

照明などに多用される消費電力を抑えた LEDには発光効率の高い蛍光材料が使われており、充

電器などにも応用されている高効率な高周波デバイスやパワーデバイスには窒化ガリウム基板

などのナノテク素材が使われている 
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2.4 計測・評価領域 

ナノテク分野の研究・開発や製品管理において、目視困難なナノサイズの材料物性や

加工状態を測定・観察・評価することは必要不可欠である。  

測定・観察分野では、近年の素材開発の中で日用品から工業製品に至るまで幅広く使

われている複合材料について、機能性の発現に欠かせないナノ粒子の物性評価や構造解

析のための分析装置を取り上げる。さらに、電子デバイスの微細加工部の観察装置、材

料の劣化診断技術、創薬や遺伝子検査に用いる解析装置も紹介する。  

評価分野では、ナノサイズの構造解析を行う分析受託企業の解析評価事例に加え、半

導体プロセスガスや食品工場などで使われる流体の品質管理技術を紹介する。  

ナノ粒子は、直径 100nm 以下の微細な粒子であり、比較的大きな粒子（数 μm から数

100μm）にはない特徴的な性質を持っている。粒子特性には、比表面積の増大による良

好な化学反応性やイオンなどの吸着力の増大、良好な液中分散性、高屈折率による透明

性、外的振動による蛍光発光性がある。これら特性を活かした材料開発では、粒子径や

その分布、表面電荷、粒子表面構造、液中の粒子分散性、粒子間相互作用、物質の分子

量などの多角的なナノ物性の分析や評価が行われている。  

電子デバイスの開発では、微細表面を観察することで素子の特性や品質を評価してい

る。近年では、標本を観察するだけでなく、観察表面を加工しながら評価する機器も登

場している。 

ところで、多くのナノレベルの観察機器は高額であり、全てを単一企業で保有するこ

とは難しくなってきている。また、複雑なナノレベルの観察評価には、前処理を含めた

高度な経験や知識が必要である。これらを専門にした分析受託サービスを活用すること

が、研究開発の加速や効率化の上で重要になっている。  
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2.5 情報科学技術領域 

現代社会において、コンピュータは欠かすことのできない社会基盤技術となってお

り、日常のあらゆる場所で目にすることが当たり前になっている。コンピュータは日進

月歩で計算処理能力や記憶容量を向上させており、時代とともに期待される役割も変化

してきた。ナノテクを集積した材料開発においても、コンピュータの計算処理能力の向

上が情報科学技術（インフォマティクステクノロジー）を発展させ、様々な材料を効率

的に生み出すためのマテリアルズ・インフォマティクス（MI）の分野を誕生させること

につながっている。  

マテリアルズ・インフォマティクスでは、コンピュータがビッグデータを情報源とし

た機械学習を行い、さらに人の知恵を学習させた AI（人工知能）を活用して材料開発が

進められている。つまり、これまで技術者の経験や知恵、知識を基礎に、何度も実験を

重ねながら膨大な労力とコストをかけて行っていたことが、コンピュータ上で安価かつ

短時間に行えるようになった。もちろん、マテリアルズ・インフォマティクスは発展途

上の技術であることから、この技術のみで材料開発を完結させることは難しい。しか

し、コンピュータの計算処理能力の向上や個々のアルゴリズムの改良により、止まるこ

となく進歩し続けている。  
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2.6 領域・分野別のナノテク適用事例一覧 

 

電子機器・製造技術 

No. ナノテク適用例 実施企業 

01 グラフェン分散液 FCM 

02 ОＳ銀微粒子 大阪ソーダ 

03 高屈折率・低屈折率ナノ粒子 関東電化工業 

04 ＳＷＣＮＴによるシリコーンゴムへの帯電防止 楠本化成 

05 ＣＳＣＮＴ充填導電ＶＭＱ(シリコーンゴム) GSI クレオス 

06 湿式微粒化装置(スターバースト) スギノマシン 

07 モリブデン系ナノ粒子(MoX) DIC 

08 ナノ積層フィルム 東レ 

09 次世代ディスプレイ向け量子ドット TOPPAN 

10 ソフトビーズＣＮＴ(Durobeads) 中谷産業 

11 電磁波抑制シート 日本ゼオン 

12 高解像度電子線レジスト(ZEP530A) 日本ゼオン 

13 ドライエッチングガス(C5F8) 日本ゼオン 

14 高容量キャパシタ用カーボンナノホーンおよびカーボンナノホーン集合体 日本電気 

15 高粘度対応湿式粉砕・分散機(ビーズミル：アクアターボ TZ) フロイント・ターボ 

16 モスアイ型低反射フィルム 三菱ケミカル 

17 高分散ＣＮＴマスターバッチ(ＰＣベースＣＮＴマスターバッチ) 森六 

18 導電性ナノワイヤー(環境温度に影響を受けにくい導電材料) ユニチカ 

19 金属３D プリンターバインダージェッティング・アルミ焼結技術 リコー 
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社会インフラ・生活 

No. ナノテク適用例 実施企業 

20 ＣＳＣＮＴ充填超高性能防錆塗料(ナノテクト) GSI クレオス 

21 ＣＮＴ充填樹脂複合材 GSI クレオス 

22 
導電性フッ素樹脂(TRC シリーズ) 

ダイキン 

ファインテック 

23 自己乳化型ナノ酸化亜鉛 テイカ 

24 大型膜法下廃水再利用プラント 東レ 

25 航空機構造材 東レ 

26 微細構造制御技術(NANOALLOY) 東レ 

27 繊維成分・形状制御技術(NANODESIGN) 東レ 

28 ＣＮＴ複合化炭素繊維技術(ＮａｍｄＴＭ) ニッタ 

29 セルロースナノファイバー(cellenpia®) 日本製紙 

30 グラフェン赤外線センサ 三菱電機 

31 ワイヤ・レーザ金属 3D プリンタによる異材接合 三菱電機 

 

環境エネルギー 

No. ナノテク適用例 実施企業 

32 分散剤不使用高分散ＣＳＣＮＴ分散体 GSI クレオス 

33 有機エレクトロニクス用高分子材料 GSI クレオス 

34 有機薄膜太陽電池(ＯＰＶ) GSI クレオス 

35 燃料電池電極用白金担持(ＣＳＣＮＴ) GSI クレオス 

36 熱電発電モジュール ＴＰＲ 

37 フレキシブルＣＮＴ熱電変換モジュール 東海理化 

38 水素社会実現に向けた CCM/MEA TOPPAN 

39 熱電変換モジュール 日本ゼオン 

40 工業材料用フラーレン フロンティアカーボン 

41 光デバイス用蛍光体 三菱ケミカル 

42 窒化ガリウム基板 三菱ケミカル 

43 ハイエントロピー合金(様々な形状・組成の触媒向けハイエントロピー合金) ユニチカ 

44 セラミックス３Ｄプリンター リコー 

45 インクジェット印刷ペロブスカイト太陽電池 リコー 

46 色素増感太陽電池(ＤＳＳＣ) リコー 

47 Li イオン電池正負極用導電助剤(VGCF-H) レゾナック 
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計測・評価 

No. ナノテク適用例 実施企業 

48 遺伝子医療を革新する国産生体分子シークエンサー 
大阪大学 

/H.U.グループ中央研究所 

49 蛍光プローブと機械学習を用いた液体センシング技術 コニカミノルタ 

50 ナノ粒子総合評価(BeNano 180 Zeta Max) 三洋テクノス 

51 粒子径分布測定(DC24000UHR) 三洋テクノス 

52 黒色･高濃度･原液粒子径測定(DT-1210) 三洋テクノス 

53 分散・凝集状態の評価(Spin Mate) 三洋テクノス 

54 走査型プローブ顕微鏡 島津製作所 

55 ナノ材料物性測定装置 スペクトリス 

56 微小部の多角的分析・微細加工 
セイコー 

フューチャークリエーション 

57 3D 細胞培養技術 invivoid®を用いた創薬支援 TOPPAN 

58 集束イオンビーム加工観察装置(FIB) 日本電子 

59 圧縮空気等流体の清浄度調査 分析センター 

60 遠心式ナノ粒子解析装置(Partica CENTRIFUGE) 堀場製作所 

61 小角Ⅹ線散乱測定装置・ナノ構造推定技術 リガク 

 

 

情報科学技術 

No. ナノテク適用例 実施企業 

62 マテリアルズインフォマティクスプラットフォーム 日本電気 

63 デバイス界面接着層のＡＩ活用による材料探索(化合物探索ＡＩ技術) 
日立ハイテク 

/日立製作所 

64 複合材料のＡＩ活用による添加剤探索(化合物探索ＡＩ技術) 
日立ハイテク 

/日立製作所 

65 
分子シミュレーションとマテリアルズ・インフォマティクスを組合せたバイ

オ材料界面の高強度化技術 
日立製作所 
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3. 電子機器・製造技術領域のナノテク具体例
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４．社会インフラ・生活領域のナノテク具体例 
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５．環境・エネルギー領域のナノテク具体例
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６. 計測・評価領域のナノテク具体例 
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７. 情報科学技術領域のナノテク具体例 
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※ 本稿に記載されている会社名、団体名、商品名、製品名などは、各企業や

団体の登録商標、または商標です。なお、技術情報の提供元企業や団体か

らの指示がない限り、Ⓡや TMマークを必ずしも明記しておりません。 

※ 本稿掲載の技術を利用することで生じる結果について、ナノテクノロジー

ビジネス推進協議会では、一切の責任を負いかねますのでご了承ください。 

※ 本稿掲載の技術に関する詳細は、掲載の各企業や団体にお問い合わせ

ください。 

※ 本稿の一部または全部を無断で複写・複製・転載することを禁じます。 
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